
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

2

授業科目

統計学基礎【c】《データサイエンス入門》

データサイエンス入門

授業科目

統計学基礎【c】《データサイエンス入門》

データサイエンス入門

授業科目

統計学基礎【c】《データサイエンス入門》

データサイエンス入門

授業科目

様式１

授業科目

統計学基礎【c】《データサイエンス入門》

データサイエンス入門

授業科目

令和７年度までに履修必須とする計画

皇學館大学

皇學館大学数理・データサイエンス・AI
教育プログラム（リテラシーレベル）

プログラムを構成する授業科目について

令和4年度以前の入学生は全学部共通科目の「統計学基礎【c】《データサイエンス入門》」（2単位）を修得すること。
令和5年度以降の入学生は全学部共通科目の「データサイエンス入門」（2単位）を修得すること。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

学部・学科によって、修了要件は相違しない

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

授業科目 授業科目

第８回　データ・AI利活用の最新動向
データ・AI等を活用した新しいビジネスモデル（ビッグデータ分析による予測、意思決定支援、ダイ
ナミックプライシング、個人信用評価サービス等）、データ・AIに関連した新技術（AI最新技術の活
用例：敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習等）、新ビジネスがなぜ小さな企業から生まれ
やすいのか

第:３回　社会で活用されているデータ
統計データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ、データの分類（1次データ・2次データ、
外部データ・内部データ、構造化・準構造化・非構造化データ）、オープンデータ

第６回　データ活用とは
データの定義、データ活用のモデル、データ分析のアプローチ（データサイエンスのサイクル）①目
的設計・②分析計画・データ設計・③データ収集・保存・データの前処理・分析手法選択と適用・④
分析結果の解釈・施策の提案・実施と検証、データ分析においてより大きな価値を生む領域
第７回　データ・AI利活用の現場
製造業のデータ・AI利活用事例紹介、小売業（流通）のデータ・AI利活用事例紹介、サービス業の
データ・AI利活用紹介、公共・インフラのデータ・AI利活用事例紹介、データ・AI活用による新しいビ
ジネス領域（シェアリングエコノミー、D2C、スマートシティ）

第４回　データ・AIの活用領域
AIの定義、AIの歴史、業種別のAI活用領域（データ・AI活用領域の広がり（生産、消費）：製造、小
売、物流、医療・介護）、人間に近づくAI(データ・AI活用領域の広がり（文化活動）：絵画、作曲、小
説等)

第５回　データ・AI利活用のための技術
データ認識技術、AI技術（ルールベース、機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習、深
層学習）、AIの課題・AIの難問（今のAIで出来ること出来ないこと、フレーム問題、シンボルグラウン
ディング問題）、AIが社会にもたらす影響（特化型AIと汎用型AIなど）

選択項目 授業科目

統計学基礎【c】《データサイエンス入門》

データサイエンス入門

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

授業に含まれている内容・要素 講義内容

第１回　データサイエンスとは
データサイエンスとは、データサイエンスが重要視される背景（データ量の増加、計算機の処理性
能の向上等）、データ活用を支援するデジタル技術のキーワード①ビッグデータ・②IoT・③AI
第２回　社会で起きている変化
日本企業の国際競争力低下、市場の大きな変化、デジタル技術の発展、デジタル社会の提言①
第4次産業革命・②Industrie4.0（ドイツ）・③データ駆動型社会（日本）・④Society5.0（日本）

選択項目授業科目

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

①社会におけるデータ・AI利活用について説明できるようになること。
②データリテラシー（データの扱い方、データの読み方）について説明できるようになること。
③データ・AI利活用における留意事項について説明できるようになること。
培うべき力＝①専門的な技術・技能（専門基礎知識の修得）、②論理的思考力・創造力

第１５回　データを守る上での留意事項とまとめ
情報セキュリティ（可用性、機密性、完全性）、従業員等による内部不正、コンピュータウイルスへ
の感染、サイバー攻撃、情報セキュリティ脅威事例、セキュリティ技術（暗号化、パスワード）

第１１回　データを説明する
データ表現（グラフをつくる、データを比較するためのグラフ（棒グラフ、円グラフ、積み上げ棒グラ
フ、レーダーチャート）、時間の推移を見せるためのグラフ（折れ線グラフ、面グラフ）、データ相互
の関係を示すためのグラフ（散布図）、データの偏りを示すためのグラフ（ヒートマップ））、演習：グ
ラフをつくる、データの比較（A/Bテスト）、適切なグラフ表現（チャートジャンク）、優れた可視化事例
の紹介

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

第９回　データを読む（１）
データの種類（量的変数・質的変数、尺度）、データの代表値（平均値、最頻値、中央値）、演習：相
乗平均・調和平均、演習：データの代表値、データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、演習：
データのばらつき、データのチェック
第１０回　データを読む（２）
相関と因果（散布図、相関係数）、演習：相関関係、疑似相関（潜伏変数、交絡因子）・アンスコムの
例、母集団と抽出（母集団と標本、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）、統計情報の正しい理
解（認知バイアス、印象操作）

第１２回　データを扱う
データ解析ツール（Microsoft Excel）を使用し、表形式のデータを実際に操作する。データの集計
（和や平均）やデータの並び替え等を行う。
演習１「売り上げを予測する」、演習２「顧客層を分析する」、演習３「顧客満足度を把握する」、演習
４「顧客不満の要因を探る」

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

第１３回　データ・AIを扱う上での留意事項（１）
「ELSI」とは何か、データに関する不正行為（データのねつ造、改ざん、盗用）、個人情報の保護（個
人情報保護法、オプトイン／オプトアウト、GDPR、忘れられる権利）、個人情報は誰が管理すべき
か
第１４回　データ・AIを扱う上での留意事項（２）
バイアスとは、データ収集におけるバイアス、データ・AIを扱う上でのバイアス（データバイアス・ア
ルゴリズムバイアス）、AIの正しい活用に向けて（人間中心のAI社会原則：公平性、説明責任、透明
性の原則、AIサービスの責任論）



データサイエンス入門〈R5-入学〉

授業コード
（科目ナンバリング

コード）

501253-01

（01204） 授業科目名 データサイエンス入門
〈R5-入学〉

担当者 筒井　琢磨、笠原　正嗣、
中山　真、上野　祐一

開講期間 秋学期 単位数 2 学年 1

区分
備考

【授業目的】

今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素養をこの授業を通じ
て主体的に身に付けることを目的とする。また、学修した数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能（統計学を含む）をもとに、これら
を扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになることを目的
とする。

【授業内容】
第 1 回 実施日
事前学習
シラバスを読んでおく。

授業内容
・「ガイダンス」動画視聴
・「第１回　データサイエ
ンスとは」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１回　データサイエンスとは」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 2 回 実施日
事前学習
前回「第１回　データサイエンスとは」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第２回　社会で起きて
いる変化」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第２回　社会で起きている変化」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 3 回 実施日
事前学習
前回「第２回　社会で起きている変化」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第３回　社会で活用さ
れているデータ」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第３回　社会で活用されているデー
タ」の手書きメモを読み返し、講義内容
を復習しておく。30分。

参考文献

第 4 回 実施日
事前学習
前回「第３回　社会で活用されているデ
ータ」で調べた用語の意味を確認してお
く。15分。

授業内容
・「第４回　データ・AIの
活用領域」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第４回　データ・AIの活用領域」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 5 回 実施日
事前学習
前回「第４回　データ・AIの活用領域」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第５回　データ・AI利
活用のための技術」動画視
聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第５回　データ・AI利活用のための技
術」の手書きメモを読み返し、講義内容
を復習しておく。30分。

参考文献

第 6 回 実施日
事前学習
前回「第５回　データ・AI利活用のため
の技術」で調べた用語の意味を確認して
おく。15分。

授業内容
・「第６回　データ活用と
は」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第６回　データ活用とは」の手書きメ
モを読み返し、講義内容を復習してお
く。30分。

参考文献

第 7 回 実施日
事前学習
前回「第６回　データ活用とは」で調べ
た用語の意味を確認しておく。15分。

授業内容
・「第７回　データ・AI利
活用の現場」動画視聴

事後学習
「第７回　データ・AI利活用の現場」の

参考文献



・小テスト受験
・質疑応答

手書きメモを読み返し、講義内容を復習
しておく。30分。

第 8 回 実施日
事前学習
前回「第７回　データ・AI利活用の現
場」で調べた用語の意味を確認してお
く。15分。

授業内容
・「第８回　データ・AI利
活用の最新動向」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第８回　データ・AI利活用の最新動
向」の手書きメモを読み返し、講義内容
を復習しておく。30分。

参考文献

第 9 回 実施日
事前学習
前回「第８回　データ・AI利活用の最新
動向」で調べた用語の意味を確認してお
く。15分。

授業内容
・「第９回　データを読む
（１）」（代表値、ばらつ
き等）動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答
・Excel演習

事後学習
「第９回　データを読む（１）」の手書
きメモを読み返し、講義内容を復習して
おく。30分。

参考文献

第 10 回 実施日
事前学習
前回「第９回　データを読む（１）」で
調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第１０回　データを読
む（２）」（相関と因果
等）動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答
・Excel演習

事後学習
「第１０回　データを読む（２）」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 11 回 実施日
事前学習
前回「第１０回　データを読む（２）」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第１１回　データを説
明する」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答
・Excel演習

事後学習
「第１１回　データを説明する」の手書
きメモを読み返し、講義内容を復習して
おく。30分。

参考文献

第 12 回 実施日
事前学習
前回「第１１回　データを説明する」で
調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第１２回　データを扱
う」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答
・Excel演習

事後学習
「第１２回　データを扱う」の手書きメ
モを読み返し、講義内容を復習してお
く。30分。

参考文献

第 13 回 実施日
事前学習
前回「第１２回　データを扱う」で調べ
た用語の意味を確認しておく。15分。

授業内容
・「第１３回　データ・AI
を扱う上での留意事項
（１）」（ELSI、インフォ
ームドコンセント等）動画
視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１３回　データ・AIを扱う上での留
意事項（１）」の手書きメモを読み返
し、講義内容を復習しておく。30分。

参考文献

第 14 回 実施日
事前学習
前回「第１３回　データ・AIを扱う上で
の留意事項（１）」で調べた用語の意味
を確認しておく。15分。

授業内容
・「第１４回　データ・AI
を扱う上での留意事項
（２）」（バイアス等）動
画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１４回　データ・AIを扱う上での留
意事項（２）」の手書きメモを読み返
し、講義内容を復習しておく。30分。

参考文献

第 15 回 実施日
事前学習
前回までに調べた用語の意味をすべて確
認しておく。30分。

授業内容
・「第１５回　データを守
る上での留意事項とまと
め」動画視聴
・最終試験

事後学習
「第１５回　データを守る上での留意事
項とまとめ」の手書きメモを読み返し、
講義内容を復習しておく。30分。

参考文献



【到達目標】

①社会におけるデータ・AI利活用について説明できるようになること。
②データリテラシー（データの扱い方、データの読み方）について説明できるようになること。
③データ・AI利活用における留意事項について説明できるようになること。

（R5-）
関連するディプロマ・ポリシー＝DP3：社会において必要とされる知識・技能と、課題解決のための思考力・判断力・表現力等の汎用的な能力
を備えている。

【授業形態】

manabaをベースにしたオンデマンド型授業。動画視聴（確認テスト受験を含む）、小テスト受験、掲示板を介した質疑応答を中心とする。
Excel演習もある。

【教科書】

【参考書】

【成績評価の方法】

小テスト50％、最終試験50％。

【成績評価の基準】

到達目標の内容をほぼ完全にできる。　　90～100点
到達目標の内容を十分にできる。　　　　80～89点
到達目標の内容の基幹部分をできる。　　70～79点
到達目標の内容の最低限の部分をできる。60～69点
到達目標に及ばない。　　　　　　　　　0～59点

【受講学生への要望】

国の推進する「AI戦略2019」の趣旨に沿った科目です。今後のデジタル社会を担う人間として自覚的に学修を進めてください。

【履修注意】

100%動画を視聴しないと出席扱いにはならないことに注意すること。動画視聴の際は必ずメモを取り、分からない用語をあとで調べておくこ
と。



統計学基礎《データサイエンス入門》〈H31-R4入学〉

授業コード
（科目ナンバリング

コード）

501212-03

（01104） 授業科目名 統計学基礎《データサイエ
ンス入門》〈H31-R4入学〉

担当者 筒井　琢磨、笠原　正嗣、
中山　真、上野　祐一

開講期間 秋学期 単位数 2 学年 1

区分
備考

【授業目的】

今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素養をこの授業を通じ
て主体的に身に付けることを目的とする。また、学修した数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能（統計学を含む）をもとに、これら
を扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになることを目的
とする。

【授業内容】
第 1 回 実施日
事前学習
シラバスを読んでおく。

授業内容
・「ガイダンス」動画視聴
・「第１回　データサイエ
ンスとは」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１回　データサイエンスとは」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 2 回 実施日
事前学習
前回「第１回　データサイエンスとは」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第２回　社会で起きて
いる変化」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第２回　社会で起きている変化」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 3 回 実施日
事前学習
前回「第２回　社会で起きている変化」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第３回　社会で活用さ
れているデータ」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第３回　社会で活用されているデー
タ」の手書きメモを読み返し、講義内容
を復習しておく。30分。

参考文献

第 4 回 実施日
事前学習
前回「第３回　社会で活用されているデ
ータ」で調べた用語の意味を確認してお
く。15分。

授業内容
・「第４回　データ・AIの
活用領域」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第４回　データ・AIの活用領域」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 5 回 実施日
事前学習
前回「第４回　データ・AIの活用領域」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第５回　データ・AI利
活用のための技術」動画視
聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第５回　データ・AI利活用のための技
術」の手書きメモを読み返し、講義内容
を復習しておく。30分。

参考文献

第 6 回 実施日
事前学習
前回「第５回　データ・AI利活用のため
の技術」で調べた用語の意味を確認して
おく。15分。

授業内容
・「第６回　データ活用と
は」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第６回　データ活用とは」の手書きメ
モを読み返し、講義内容を復習してお
く。30分。

参考文献

第 7 回 実施日
事前学習
前回「第６回　データ活用とは」で調べ
た用語の意味を確認しておく。15分。

授業内容
・「第７回　データ・AI利
活用の現場」動画視聴

事後学習
「第７回　データ・AI利活用の現場」の

参考文献



・小テスト受験
・質疑応答

手書きメモを読み返し、講義内容を復習
しておく。30分。

第 8 回 実施日
事前学習
前回「第７回　データ・AI利活用の現
場」で調べた用語の意味を確認してお
く。15分。

授業内容
・「第８回　データ・AI利
活用の最新動向」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第８回　データ・AI利活用の最新動
向」の手書きメモを読み返し、講義内容
を復習しておく。30分。

参考文献

第 9 回 実施日
事前学習
前回「第８回　データ・AI利活用の最新
動向」で調べた用語の意味を確認してお
く。15分。

授業内容
・「第９回　データを読む
（１）」（代表値、ばらつ
き等）動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答
・Excel演習

事後学習
「第９回　データを読む（１）」の手書
きメモを読み返し、講義内容を復習して
おく。30分。

参考文献

第 10 回 実施日
事前学習
前回「第９回　データを読む（１）」で
調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第１０回　データを読
む（２）」（相関と因果
等）動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答
・Excel演習

事後学習
「第１０回　データを読む（２）」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 11 回 実施日
事前学習
前回「第１０回　データを読む（２）」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第１１回　データを説
明する」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答
・Excel演習

事後学習
「第１１回　データを説明する」の手書
きメモを読み返し、講義内容を復習して
おく。30分。

参考文献

第 12 回 実施日
事前学習
前回「第１１回　データを説明する」で
調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第１２回　データを扱
う」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答
・Excel演習

事後学習
「第１２回　データを扱う」の手書きメ
モを読み返し、講義内容を復習してお
く。30分。

参考文献

第 13 回 実施日
事前学習
前回「第１２回　データを扱う」で調べ
た用語の意味を確認しておく。15分。

授業内容
・「第１３回　データ・AI
を扱う上での留意事項
（１）」（ELSI、インフォ
ームドコンセント等）動画
視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１３回　データ・AIを扱う上での留
意事項（１）」の手書きメモを読み返
し、講義内容を復習しておく。30分。

参考文献

第 14 回 実施日
事前学習
前回「第１３回　データ・AIを扱う上で
の留意事項（１）」で調べた用語の意味
を確認しておく。15分。

授業内容
・「第１４回　データ・AI
を扱う上での留意事項
（２）」（バイアス等）動
画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１４回　データ・AIを扱う上での留
意事項（２）」の手書きメモを読み返
し、講義内容を復習しておく。30分。

参考文献

第 15 回 実施日
事前学習
前回までに調べた用語の意味をすべて確
認しておく。30分。

授業内容
・「第１５回　データを守
る上での留意事項とまと
め」動画視聴
・最終試験

事後学習
「第１５回　データを守る上での留意事
項とまとめ」の手書きメモを読み返し、
講義内容を復習しておく。30分。

参考文献



【到達目標】

①社会におけるデータ・AI利活用について説明できるようになること。
②データリテラシー（データの扱い方、データの読み方）について説明できるようになること。
③データ・AI利活用における留意事項について説明できるようになること。

（H31-R4）
関連するディプロマ・ポリシー＝DP3：社会において必要とされる知識・技能と、課題解決のための思考力・判断力・表現力等の汎用的な能力
を備えている。

【授業形態】

manabaをベースにしたオンデマンド型授業。動画視聴（確認テスト受験を含む）、小テスト受験、掲示板を介した質疑応答を中心とする。
Excel演習もある。

【教科書】

【参考書】

【成績評価の方法】

小テスト50％、最終試験50％。Excel演習は必須でなく、加点対象。

【成績評価の基準】

到達目標の内容をほぼ完全にできる。　　90～100点
到達目標の内容を十分にできる。　　　　80～89点
到達目標の内容の基幹部分をできる。　　70～79点
到達目標の内容の最低限の部分をできる。60～69点
到達目標に及ばない。　　　　　　　　　0～59点

【受講学生への要望】

国の推進する「AI戦略2019」の趣旨に沿った科目です。今後のデジタル社会を担う人間として自覚的に学修を進めてください。

【履修注意】

100%動画を視聴しないと出席扱いにはならないことに注意すること。動画視聴の際は必ずメモを取り、分からない用語をあとで調べておくこ
と。



統計学基礎《データサイエンス入門》〈H26-30入学〉

授業コード 501133-03 授業科目名
統計学基礎《データサイエ
ンス入門》〈H26-30入学〉 担当者

筒井　琢磨、笠原　正嗣、
中山　真、上野　祐一

開講期間 秋学期 単位数 2 学年 1

区分
備考

【授業目的】

今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素養をこの授業を通じ
て主体的に身に付けることを目的とする。また、学修した数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能（統計学を含む）をもとに、これら
を扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになることを目的
とする。

【授業内容】
第 1 回 実施日
事前学習
シラバスを読んでおく。

授業内容
・「ガイダンス」動画視聴
・「第１回　データサイエ
ンスとは」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１回　データサイエンスとは」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 2 回 実施日
事前学習
前回「第１回　データサイエンスとは」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第２回　社会で起きて
いる変化」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第２回　社会で起きている変化」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 3 回 実施日
事前学習
前回「第２回　社会で起きている変化」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第３回　社会で活用さ
れているデータ」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第３回　社会で活用されているデー
タ」の手書きメモを読み返し、講義内容
を復習しておく。30分。

参考文献

第 4 回 実施日
事前学習
前回「第３回　社会で活用されているデ
ータ」で調べた用語の意味を確認してお
く。15分。

授業内容
・「第４回　データ・AIの
活用領域」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第４回　データ・AIの活用領域」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 5 回 実施日
事前学習
前回「第４回　データ・AIの活用領域」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第５回　データ・AI利
活用のための技術」動画視
聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第５回　データ・AI利活用のための技
術」の手書きメモを読み返し、講義内容
を復習しておく。30分。

参考文献

第 6 回 実施日
事前学習
前回「第５回　データ・AI利活用のため
の技術」で調べた用語の意味を確認して
おく。15分。

授業内容
・「第６回　データ活用と
は」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第６回　データ活用とは」の手書きメ
モを読み返し、講義内容を復習してお
く。30分。

参考文献

第 7 回 実施日
事前学習
前回「第６回　データ活用とは」で調べ
た用語の意味を確認しておく。15分。

授業内容
・「第７回　データ・AI利
活用の現場」動画視聴

事後学習
「第７回　データ・AI利活用の現場」の
手書きメモを読み返し、講義内容を復習
しておく。30分。

参考文献



・小テスト受験
・質疑応答

第 8 回 実施日
事前学習
前回「第７回　データ・AI利活用の現
場」で調べた用語の意味を確認してお
く。15分。

授業内容
・「第８回　データ・AI利
活用の最新動向」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第８回　データ・AI利活用の最新動
向」の手書きメモを読み返し、講義内容
を復習しておく。30分。

参考文献

第 9 回 実施日
事前学習
前回「第８回　データ・AI利活用の最新
動向」で調べた用語の意味を確認してお
く。15分。

授業内容
・「第９回　データを読む
（１）」（代表値、ばらつ
き等）動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第９回　データを読む（１）」の手書
きメモを読み返し、講義内容を復習して
おく。30分。

参考文献

第 10 回 実施日
事前学習
前回「第９回　データを読む（１）」で
調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第１０回　データを読
む（２）」（相関と因果
等）動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１０回　データを読む（２）」の手
書きメモを読み返し、講義内容を復習し
ておく。30分。

参考文献

第 11 回 実施日
事前学習
前回「第１０回　データを読む（２）」
で調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第１１回　データを説
明する」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１１回　データを説明する」の手書
きメモを読み返し、講義内容を復習して
おく。30分。

参考文献

第 12 回 実施日
事前学習
前回「第１１回　データを説明する」で
調べた用語の意味を確認しておく。15
分。

授業内容
・「第１２回　データを扱
う」動画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１２回　データを扱う」の手書きメ
モを読み返し、講義内容を復習してお
く。30分。

参考文献

第 13 回 実施日
事前学習
前回「第１２回　データを扱う」で調べ
た用語の意味を確認しておく。15分。

授業内容
・「第１３回　データ・AI
を扱う上での留意事項
（１）」（ELSI、インフォ
ームドコンセント等）動画
視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１３回　データ・AIを扱う上での留
意事項（１）」の手書きメモを読み返
し、講義内容を復習しておく。30分。

参考文献

第 14 回 実施日
事前学習
前回「第１３回　データ・AIを扱う上で
の留意事項（１）」で調べた用語の意味
を確認しておく。15分。

授業内容
・「第１４回　データ・AI
を扱う上での留意事項
（２）」（バイアス等）動
画視聴
・小テスト受験
・質疑応答

事後学習
「第１４回　データ・AIを扱う上での留
意事項（２）」の手書きメモを読み返
し、講義内容を復習しておく。30分。

参考文献

第 15 回 実施日
事前学習
前回までに調べた用語の意味をすべて確
認しておく。30分。

授業内容
・「第１５回　データを守
る上での留意事項とまと
め」動画視聴
・学期末試験

事後学習
「第１５回　データを守る上での留意事
項とまとめ」の手書きメモを読み返し、
講義内容を復習しておく。30分。

参考文献

【到達目標】

①社会におけるデータ・AI利活用について説明できるようになること。
②データリテラシー（データの扱い方、データの読み方）について説明できるようになること。



③データ・AI利活用における留意事項について説明できるようになること。

培うべき力＝①専門的な技術・技能（専門基礎知識の修得）、②論理的思考力・創造力

【授業形態】

manabaをベースにしたオンデマンド型授業。動画視聴、小テスト受験、掲示板を介した質疑応答を中心とする。

【教科書】

【参考書】

【成績評価の方法】

小テスト50％、最終試験50％

【成績評価の基準】

到達目標の内容をほぼ完全にできる。　　90～100点
到達目標の内容を十分にできる。　　　　80～89点
到達目標の内容の基幹部分をできる。　　70～79点
到達目標の内容の最低限の部分をできる。60～69点
到達目標に及ばない。　　　　　　　　　0～59点

【受講学生への要望】

国の推進する「AI戦略2019」の趣旨に沿った科目です。今後のデジタル社会を担う人間として自覚的に学修を進めてください。

【履修注意】

100%動画を視聴しないと出席扱いにはならないことに注意すること。視聴動画視聴の際は必ずメモを取り、分からない用語をあとで調べておく
こと。
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Ⅱ. 卒業進級要件・カリキュラム表（令和５年度の入学生）
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サ
イ
エ
ン
ス

地

域

志

向

科

目

人

生

と
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又
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Ⅱ．卒業進級要件・カリキュラム表（令和５年度の入学生）

※仮進級については、「文学部・教育学部・現代日本社会学部授業科目履修規程」第６章第13条を参照
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※仮進級については、「文学部・教育学部・現代日本社会学部授業科目履修規程」第６章第 13 条（P.231）を参照
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履修上の注意（令和５年度の入学生）

　共通科目とは、大学の卒業に必要な基礎知識・教養を修得するために、全学部生が履修できる科目
です。履修に際しては、以下の条件に注意すること。
⑴　必修科目を含め、20単位以上修得すること。
⑵　建学の精神の「皇学入門」「伊勢志摩共生学」は必修。
⑶　総合基礎について、「初年次ゼミ」「日本語表現」は必修。
⑷　コミュニケーション学科は総合基礎科目「情報処理Ⅰ（基礎）・Ⅱ（応用）」の２単位必修。
⑸　数理・データサイエンスについて、「データサイエンス入門」は必修。
⑹　「英語表現Ⅰ〜Ⅵ」について、履修を希望する場合はまず「英語表現Ⅰ・Ⅱ」の登録が必要。英語

習熟度テストの結果等により、クラスが指定される。
⑺　教員免許取得希望者は以下の科目が必修。
　①「英語表現Ⅰ〜Ⅵ」のうち２科目以上
　②「情報処理Ⅰ（基礎）・Ⅱ（応用）」
　③法学（日本国憲法）
　④「スポーツⅠ・Ⅱ」、「アダプテッドスポーツⅠ・Ⅱ」及び「武道Ⅰ・Ⅱ」の６科目より２単位以上
⑻　「英語表現Ⅰ～Ⅵ」について、履修せず単位認定を受ける場合の単位認定条件は、Ⅲ・Ⅳ≪中級≫

は英検２級合格、Ⅴ・Ⅵ≪上級≫は英検準１級合格とする。なお、下位の科目が未認定で上位の
科目の認定を受けた場合、その下位の科目も同時に単位認定される。

⑼　「TOEIC演習Ⅰ～Ⅵ」について、履修せず単位認定を受ける場合の単位認定条件は、Ⅰ≪初級≫
はTOEIC 500～545点、Ⅱ≪初級≫はTOEIC 550～595点、Ⅲ≪中級≫はTOEIC 600～645点、Ⅳ
≪中級≫はTOEIC 650～695点、Ⅴ≪上級≫はTOEIC 700〜745点、Ⅵ≪上級≫はTOEIC 750点以
上とする。なお、下位の科目が未認定で上位の科目の認定を受けた場合、その下位の科目も同時
に単位認定される。

⑾　「外国語Ⅰ・Ⅱ」については、本学が指定した留学を申請により単位認定。
⑿　「外国語Ⅰ・Ⅱ」「キャリア形成（就業体験）」「インターンシップ」「ボランティア」の単位認定に
　　ついては、必要な証明書を添付の上、履修登録願を学生支援部（教務担当）へ提出すること。

申請期間は運用上、各学期の履修登録修正期間とする。なお、４年次生について、上記期間に
申請できなかった場合は、１月中を最終の申請期間とする。

⒀　「スポーツⅠ・Ⅱ」の間で種目は変更できるが、「武道Ⅰ・Ⅱ」の間で種目は変更できない。

〈共通科目〉

　「共通科目」「自学科専門科目」のそれぞれに設定された必要単位数を超えて修得した科目及び、他
学部・他学科の専門科目から修得した科目の単位数は、卒業判定において「共通又は専門」として集
計されます。
⑴　文学部については、共通科目又は専門科目から42単位以上修得すること。
　　教育学部については、共通科目又は専門科目から24単位以上修得すること。
　　現代日本社会学部については、共通科目又は専門科目から34単位以上修得すること。
⑵　各学部・学科の専門科目の備考欄に「☆」のついた科目については、他学部及び他学科の学生も

履修できる。
⑶　現代日本社会学部について、教職課程の「教育の基礎的理解に関する科目等」は、卒業・進級要

件単位に含まない。

〈共通又は自学科専門（他学科専門も可）〉

⑴　必修単位12単位、演習科目「神道学基礎演習Ⅰ・Ⅱ」「神道学演習Ⅰ～Ⅳ」10単位卒業論文４単位を
含む62単位以上修得すること。

⑵　選択必修の講義科目より20単位以上、講読科目より４単位以上修得すること。
⑶　「祭式及び同行事作法」はⅠA→ⅠB→ⅡA→ⅡB→ⅢA→ⅢBの順序で履修すること。
　　ただし、「祭式及び同行事作法ⅡAまたはⅡＢ」が留学等の本学が認めたプログラムの参加により

修得できなかったものについては、最終学年において「祭式及び同行事作法ⅢＡまたはⅢＢ」と
同時に履修することを認める場合がある。

〈自学科専門科目〉
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科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通又は自学科専門
（他学科専門も可） 自学科専門科目 卒

業

進

級

単

位

数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

数
理
･デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

地

域

志

向

科

目

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

教

養

体

育

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

必

修

選

択

必

修

講

義

講

読

特

講

概

説

演

習

卒
業
論
文
・
卒
業
研
究

必

修

必

修

選

択

必

修

選

択

必

修

選
択
必
修

文

神

道

4 4 2

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

12
20
以
上

4
以
上

10
卒
業
論
文
4

進
級
単
位
62
単
位
以
上
（
｢初
年
次
ゼ
ミ
」
２
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

20以上 42以上 62以上

国

文

4 4 2

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

12
8
以
上

12
以
上

8
以
上

卒
業
論
文
4

20以上 42以上 62以上

国

史

4 4 2

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

10
10
以
上

8
以
上

4
以
上
8

卒
業
論
文
4

20以上 42以上 62以上
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

4 4 2 2

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

6
2
以
上

10

卒
業
研
究
4

20以上 42以上 62以上

Ⅱ．卒業進級要件・カリキュラム表（令和５年度の入学生）

※仮進級については、「文学部・教育学部・現代日本社会学部授業科目履修規程」第６章第13条を参照

令和５年度の入学生に適用

必要修得単位数

科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通又は自学科専門
（他学科専門も可） 自学科専門科目 卒

業

進

級

単

位

数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

数
理
･デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

地

域

志

向

科

目

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

教

養

体

育

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

基

礎

応

用

展

開

実

習

演

習
必

修

必

修

必

修

必

修

選

択

必

修

選

択

教

育

（
4
コ
ー
ス
）

教

育

4 4 2

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

12 14

卒
業
論
文
4

卒
業
単
位
124
単
位

以
上

進
級
単
位
62
単
位

以
上
(｢初
年
次
ゼ
ミ
」

２
単
位
を
含
む
）

卒
業
・
進
級
の
単
位

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん20以上 24以上 80以上

科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通又は自学科専門
（他学科専門も可） 自学科専門科目 卒

業

進

級

単

位

数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

数
理
･デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

地

域

志

向

科

目

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

教

養

体

育

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

基

礎

基

幹

展

開

実

習

演

習
必

修

経
営
革
新

地
域
創
生

福
祉
展
開

必

修

必

修

必

修

選

択

必

修

選

択

現
代
日
本
社
会

（
3
コ
ー
ス
）

現
代
日
本
社
会

4 4 2

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

4
2
以
上

2
以
上

2
以
上 12

卒
業
論
文
4

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

進
級
単
位
62
単
位

以
上
(｢初
年
次
ゼ
ミ
」

２
単
位
を
含
む
）

卒
業
・
進
級
の
単
位

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

8以上
20以上 34以上 70以上

※仮進級については、「文学部・教育学部・現代日本社会学部授業科目履修規程」第６章第 13 条（P.231）を参照
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
卒
業
進
級
要
件 

Ｒ
５
）

全学部共通科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次･セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

建
学
の
精
神

必

修

皇学入門《神道と日本文化》
神道学科教員
国文学科教員
遠藤(慶)･C.メイヨー
加藤(純)･橋本(雅)

講義 2 ○
7クラス
(神文史コ現各1クラ
ス・教2クラス)

伊 勢 志 摩 共 生 学 オ ム ニ バ ス 講義 2 ○

総
合
基
礎

必
修

初 年 次 ゼ ミ 指 導 教 員 演習 2 ○

日 本 語 表 現 荊木･濵畑･平石
吉井･川合･前田(雅) 演習 2 ○ ○ 30クラス

(編入留学生クラス含む)

選

択

情 報 処 理 Ⅰ (基 礎) 張 ・ 石 田
王 ・ 内 藤 演習 1 ○ 13クラス 保育士･教免

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

コミュニケーション
必修情 報 処 理 Ⅱ (応 用) 張 ・ 石 田

王 ・ 内 藤 演習 1 ○ 13クラス

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

必
修 データサイエンス入門 筒井(琢)･笠原

中山(真)･上野 講義 2 ○
数理・データサイエンス・
AI 教育プログラム認定制
度（リテラシーレベル）

選

択

数 学 基 礎 （ ） 講義 2 ○ ⎫
⎜
⎜
⎬
数理・データサイエ
ンス・ＡＩ教育プロ
グラム認定制度（応
用基礎レベル）
⎜
⎜
⎭

プログラミング･アルゴリズム基礎 （ ） 講義 2 ○
データサイエンス･データエンジニアリング基礎 （ ） 講義 2 ○
Ａ Ｉ 基 礎 （ ） 講義 2 ○

地
域
志
向
科
目

選

択

伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の定住資源と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅱ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の経済・産業と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅲ 水谷(三十三総研) 講義 2 ○ 6次産業化実践論
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅳ 別府(三十三総研) 講義 2 ○ 1・2・3次産業基本論
伊勢志摩共生学演習Ⅰ 筒井(琢)・池山 演習 2 ○
伊勢志摩共生学演習Ⅱ 筒井(琢)・池山 演習 2 ○
伊勢志摩共生学実習Ａ 池 山 実習 1 ○
伊勢志摩共生学実習Ｂ 池 山 実習 1 ○

人
生
と
仕
事

選

択

人 生 と 仕 事 Ⅰ オ ム ニ バ ス 講義 1 ○ 隔週
人 生 と 仕 事 Ⅱ オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 愛知心理教育ラボ
グローバル化と地域の経済社会 オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 三十三総研との産学協働講座
キャリア形成（就業体験）（ ） 演習 1 ○ ※ 海外・国内で

の就業体験等
⎫
⎜
⎜
⎬

※単位認定
申請につい
ては該当セ
メスター以
降において
も可
⎜
⎜
⎭

イ ン タ ー ン シ ッ プ 堀内・新田(均) 演習 1 ○ ※
海外・国内で
のインターン
シップ等
教育アシスタ
ント等ボ ラ ン テ ィ ア 渡 邉 （賢） 演習 1 ○ ※

職
業
人
実
務
基
礎

選

択

ビジネス会計学(基礎編) 草 川 講義 2 ○ ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬名古屋大原学園
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

ビジネス会計学(応用編)Ⅰ 草 川 講義 2 ○
ビジネス会計学(応用編)Ⅱ 草 川 講義 2 ○
ビジネス法律学(基礎編) 高 木 講義 2 ○
ビジネス法律学(応用編)Ⅰ 高 木 講義 2 ○
ビジネス法律学(応用編)Ⅱ 高 木 講義 2 ○
ビジネス金融論・税務知識Ⅰ 加 藤 (耕) 講義 2 ○
ビジネス金融論・税務知識Ⅱ 加 藤 (耕) 講義 2 ○
ビジネス情報学Ⅰ《ITパスポート》 箕 浦 (勇) 講義 2 ○
ビジネス情報学Ⅱ《ITパスポート》 箕 浦 (勇) 講義 2 ○
キャリア形成のための数学基礎Ⅰ 藤 井 (一) 演習 2 ○ 2クラス
キャリア形成のための数学基礎Ⅱ 藤 井 (一) 演習 2 ○ 2クラス

外

国

語

選

択

英 語 表 現 Ⅰ《初 級》
川村･玉田･伊藤(ひ)
小野･折原･倉田
児玉･近藤･竹内

演習 1 ○ 18クラス

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

教免･保育士
2単位必修

英 語 表 現 Ⅱ《初 級》
川村･玉田･伊藤(ひ)
小野･折原･倉田
児玉･近藤･竹内

演習 1 ○ 18クラス

英 語 表 現 Ⅲ《中 級》 平井･メイヨー(幸) 演習 1 ○ 4クラス
英 語 表 現 Ⅳ《中 級》 平井･メイヨー(幸) 演習 1 ○ 4クラス
英 語 表 現 Ⅴ《上 級》 C.メイヨー・近藤 演習 1 ○ 2クラス
英 語 表 現 Ⅵ《上 級》 C.メイヨー・近藤 演習 1 ○ 2クラス

共 通 科 目
R５以降

⑴　基礎科目４単位必修。
⑵　基幹科目は経営革新・地域創生・福祉展開の各分野から２単位以上を含めて、８単位以上修得す

ること。
⑶　演習科目は「現代日本社会演習Ⅰ～Ⅵ」12単位、「卒業研究」４単位の計16単位が必修。
⑷　上記を含めて70単位以上修得すること。
⑸　実習科目におけるローマ数字表記科目については、順番どおり修得すること。
⑹　「社会情報実習Ⅰ・Ⅱ」の単位認定については、必要な証明書を添付の上、１月末までに履修登録

願を学生支援部（教務担当）へ提出すること。
　　なお、４年次生について、上記期間に申請できなかった場合は、１月中を最終の申請期間とする。

●現代日本社会学部
◦現代日本社会学科（各コース共通）

⑴　基礎必修単位12単位、演習必修18単位を含む80単位以上修得すること。
⑵　□は中学校一種「保健体育」教免必修科目
　　◎は高校一種「保健体育」教免必修科目
　　■は中学校一種「数学」教免必修科目
　　●は高校一種「数学」教免必修科目

●教育学部
◦教育学科（各コース共通）

⑴　必修単位12単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。
⑵　選択必修の講義科目より８単位以上、講読科目より12単位以上、「専門演習Ⅰ〜Ⅳ」より８単位以

上修得のこと。
⑶　備　考
　　□は中学校・高校一種「国語」教免必修科目
　　△は高校一種「書道」教免必修科目

◦国文学科

⑴　必修単位18単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。
⑵　選択必修の特講科目より８単位以上、講読科目より10単位（基礎史料講読２単位、史料講読８単位）

以上、「東洋史概説Ⅰ・Ⅱ」及び「西洋史概説Ⅰ・Ⅱ」より４単位以上修得のこと。
⑶　備　考
　　□は中学校一種「社会」教免必修科目
　　◎は高校一種「地理歴史」教免必修科目
　　△は高校一種「公民」教免必修科目
　　◯は中学校・高校一種「宗教」教免必修科目

◦国史学科

⑴　必修単位16単位、卒業研究４単位を含む62単位以上修得すること。
⑵　選択必修より２単位以上修得すること。
⑶　備　考
　　□は中学校・高校一種「英語」教免必修科目

◦コミュニケーション学科

⑷　備　考
　　◎は神職課程必修科目
　　△は神職課程選択必修科目
　　○は中学校・高校一種「宗教」教免必修科目
　　★は他学部・他学科学生のうち神職課程履修者のみ履修可の科目
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（
共
通
科
目 

Ｒ
５
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

全学部共通科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次･セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

建
学
の
精
神

必

修

皇学入門《神道と日本文化》
神道学科教員
国文学科教員
遠藤(慶)･C.メイヨー
加藤(純)･橋本(雅)

講義 2 ○
7クラス
(神文史コ現各1クラ
ス・教2クラス)

伊 勢 志 摩 共 生 学 オ ム ニ バ ス 講義 2 ○

総
合
基
礎

必
修

初 年 次 ゼ ミ 指 導 教 員 演習 2 ○

日 本 語 表 現 荊木･濵畑･平石
吉井･川合･前田(雅) 演習 2 ○ ○ 30クラス

(編入留学生クラス含む)

選

択

情 報 処 理 Ⅰ (基 礎) 張 ・ 石 田
王 ・ 内 藤 演習 1 ○ 13クラス 保育士･教免

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

コミュニケーション
必修情 報 処 理 Ⅱ (応 用) 張 ・ 石 田

王 ・ 内 藤 演習 1 ○ 13クラス

数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

必
修 データサイエンス入門 筒井(琢)･笠原

中山(真)･上野 講義 2 ○
数理・データサイエンス・
AI 教育プログラム認定制
度（リテラシーレベル）

選

択

数 学 基 礎 （ ） 講義 2 ○ ⎫
⎜
⎜
⎬
数理・データサイエ
ンス・ＡＩ教育プロ
グラム認定制度（応
用基礎レベル）
⎜
⎜
⎭

プログラミング･アルゴリズム基礎 （ ） 講義 2 ○
データサイエンス･データエンジニアリング基礎 （ ） 講義 2 ○
Ａ Ｉ 基 礎 （ ） 講義 2 ○

地
域
志
向
科
目

選

択

伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の定住資源と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅱ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の経済・産業と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅲ 水谷(三十三総研) 講義 2 ○ 6次産業化実践論
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅳ 別府(三十三総研) 講義 2 ○ 1・2・3次産業基本論
伊勢志摩共生学演習Ⅰ 筒井(琢)・池山 演習 2 ○
伊勢志摩共生学演習Ⅱ 筒井(琢)・池山 演習 2 ○
伊勢志摩共生学実習Ａ 池 山 実習 1 ○
伊勢志摩共生学実習Ｂ 池 山 実習 1 ○

人
生
と
仕
事

選

択

人 生 と 仕 事 Ⅰ オ ム ニ バ ス 講義 1 ○ 隔週
人 生 と 仕 事 Ⅱ オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 愛知心理教育ラボ
グローバル化と地域の経済社会 オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 三十三総研との産学協働講座
キャリア形成（就業体験）（ ） 演習 1 ○ ※ 海外・国内で

の就業体験等
⎫
⎜
⎜
⎬

※単位認定
申請につい
ては該当セ
メスター以
降において
も可
⎜
⎜
⎭

イ ン タ ー ン シ ッ プ 堀内・新田(均) 演習 1 ○ ※
海外・国内で
のインターン
シップ等
教育アシスタ
ント等ボ ラ ン テ ィ ア 渡 邉 （賢） 演習 1 ○ ※

職
業
人
実
務
基
礎

選

択

ビジネス会計学(基礎編) 草 川 講義 2 ○ ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬名古屋大原学園
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

ビジネス会計学(応用編)Ⅰ 草 川 講義 2 ○
ビジネス会計学(応用編)Ⅱ 草 川 講義 2 ○
ビジネス法律学(基礎編) 高 木 講義 2 ○
ビジネス法律学(応用編)Ⅰ 高 木 講義 2 ○
ビジネス法律学(応用編)Ⅱ 高 木 講義 2 ○
ビジネス金融論・税務知識Ⅰ 加 藤 (耕) 講義 2 ○
ビジネス金融論・税務知識Ⅱ 加 藤 (耕) 講義 2 ○
ビジネス情報学Ⅰ《ITパスポート》 箕 浦 (勇) 講義 2 ○
ビジネス情報学Ⅱ《ITパスポート》 箕 浦 (勇) 講義 2 ○
キャリア形成のための数学基礎Ⅰ 藤 井 (一) 演習 2 ○ 2クラス
キャリア形成のための数学基礎Ⅱ 藤 井 (一) 演習 2 ○ 2クラス

外

国

語

選

択

英 語 表 現 Ⅰ《初 級》
川村･玉田･伊藤(ひ)
小野･折原･倉田
児玉･近藤･竹内

演習 1 ○ 18クラス

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

教免･保育士
2単位必修

英 語 表 現 Ⅱ《初 級》
川村･玉田･伊藤(ひ)
小野･折原･倉田
児玉･近藤･竹内

演習 1 ○ 18クラス

英 語 表 現 Ⅲ《中 級》 平井･メイヨー(幸) 演習 1 ○ 4クラス
英 語 表 現 Ⅳ《中 級》 平井･メイヨー(幸) 演習 1 ○ 4クラス
英 語 表 現 Ⅴ《上 級》 C.メイヨー・近藤 演習 1 ○ 2クラス
英 語 表 現 Ⅵ《上 級》 C.メイヨー・近藤 演習 1 ○ 2クラス

共 通 科 目
R５以降

共　通　科　目
全学部共通科目 共通 R5 ①

s-umekawa
ハイライト表示



科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通又は自学科専門
（他学科専門も可） 自学科専門科目 卒

業

進

級

単

位

数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

地

域

志

向

科

目

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

教

養

体

育

伝

統

文

化

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

必

修

講

義

講

読

演

習

特

講

概

説

卒
業
論
文
又
は
卒
業
研
究

必

修

必

修

選

択

必

修

選
択
必
修

選

択

文

神

道

4 4

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

12 20
以
上

4
以
上

8

卒
業
論
文
４

進
級
単
位
62
単
位
以
上
（
｢初
年
次
ゼ
ミ
」
２
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

20以上 42以上 62以上

国

文

4 4

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

12 8
以
上

12
以
上

8

卒
業
論
文
４

20以上 42以上 62以上

国

史

4 4

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

10 10
以
上

8 8
以
上

4
以
上

卒
業
論
文
４

20以上 42以上 62以上
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

4 4

情
報
処

理
か
ら
2
以
上

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

12 8

卒
業
研
究
４

20以上 42以上 62以上

科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通又は自学科専門
（他学科専門も可） 自 学 科 専 門 科 目 卒

業
進
級
単
位
数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

地
域
志
向
科
目

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

教

養

体

育

伝

統

文

化

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

基

礎

基

幹

展

開

発

展

実

習

演

習
必

修

必

修

選

択

必

修

経
営
革
新

地
域
創
生

福
祉
展
開

文
化
発
信

経
営
革
新

地
域
創
生

福
祉
展
開

文
化
発
信

必

修

選
択
必
修

選

択

現
代
日
本
社
会

（
４
コ
ー
ス
）

現
代
日
本
社
会

4 4
共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

4 2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

8 8

進
級
単
位
62
単
位
以
上
（
｢初

年
次
ゼ
ミ
」
2
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

10以上
20以上 34以上 70以上

科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通又は自学科専門
（他学科専門も可） 自学科専門科目 卒

業

進

級

単

位

数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

地
域
志
向
科
目

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

教

養

体

育

伝

統

文

化

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

基

礎

基

幹

展

開

実

習

演

習

卒

業

研

究

必

修

必

修

選

択

必

修

選

択

選

択

選

択

必

修

選
択
必
修

選

択

教

育

（
4
コ
ー
ス
）

教

育

4 4

共
通
又
は

自
学
科
専
門

（
他
学
科
専

門
も
可
）

12 6 8 4

進
級
単
位
62
単
位
以

上
（
｢初
年
次
ゼ
ミ
」

2
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん20以上 24以上 80以上

Ⅱ．卒業進級要件

※仮進級については、「文学部・教育学部・現代日本社会学部授業科目履修規程」第６章第13条（P.■）を参照

平成31年度以降の入学生に適用平成31〜令和４年度の入学生に適用

81

H31〜R4

81

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
卒
業
進
級
要
件 

Ｈ
31
〜
Ｒ
４
）

Ⅲ. 卒業進級要件・カリキュラム表（平成31〜令和４年度の入学生）

必要修得単位数

※仮進級については、「皇學館大学授業科目履修規程」第６章第 13 条（P.231）を参照

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 大 井 ・ 中 野 実習 2 ○

ソーシャルワーク実習Ⅰ 鵜 沼 ･ 大 井
榎 本 ・ 中 野 実習 1 ○

実

習

科

目

選

択

ソーシャルワーク実習Ⅱ 鵜 沼 ･ 大 井
榎 本 ・ 中 野 実習 4 ○

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 榎 本 実習 1 ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 榎 本 実習 1 ○
ソーシャルワーク実習Ⅲ 榎 本 実習 4 ○
ソーシャルワーク実習指導Ⅴ 榎 本 実習 1 ○
礼 法 Ⅰ 小 笠 原 実習 1 ○ ☆2クラス
礼 法 Ⅱ 小 笠 原 実習 1 ○ ☆2クラス
礼 法 Ⅲ 小 笠 原 実習 1 ○ ☆
礼 法 Ⅳ 小 笠 原 実習 1 ○ ☆
能 Ⅰ 高 林 実習 1 ○ ☆隔週2コマ
能 Ⅱ 観 世 実習 1 ○ ☆隔週2コマ
茶 道 Ⅰ 淺 沼 実習 1 ○ ☆2クラス
茶 道 Ⅱ 淺 沼 実習 1 ○ ☆2クラス
茶 道 Ⅲ 淺 沼 実習 1 ○ ☆
茶 道 Ⅳ 淺 沼 実習 1 ○ ☆
茶 道 Ⅴ 淺 沼 実習 1 ○ ☆隔週2コマ
茶 道 Ⅵ 淺 沼 実習 1 ○ ☆隔週2コマ

現代日本社会演習Ⅰ

鵜沼･笠原･関根
千田・筒井(琢)
富永・新田(均)
岩崎(正)・瓜田
榎 本 ・ 中 野
藤井(恭)・村上

演習 2 ○ 13クラス

演

習

科

目

必

修

現代日本社会演習Ⅱ

鵜沼･笠原･関根
千田・筒井(琢)
富永・新田(均)
岩崎(正)・瓜田
榎 本 ・ 中 野
藤井(恭)・村上

演習 2 ○ 13クラス

現代日本社会演習Ⅲ 学 科 教 員 演習 2 ○ 14クラス
現代日本社会演習Ⅳ 学 科 教 員 演習 2 ○ 14クラス
現代日本社会演習Ⅴ 学 科 教 員 演習 2 ○ 13クラス
現代日本社会演習Ⅵ 学 科 教 員 演習 2 ○ 13クラス
卒 業 研 究 学 科 教 員 演習 4 ○
総 合 福 祉 演 習 Ⅰ 鵜 沼 演習 1 ○ 4クラス

選

択

総 合 福 祉 演 習 Ⅱ 鵜 沼 演習 1 ○ 4クラス
ソーシャルワーク演習 鵜 沼 ･ 大 井 演習 1 ○
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ 大 井 演習 2 ○ 週2コマ
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ 大 井 演習 2 ○ 週2コマ
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ 榎 本 演習 1 ○
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ 榎 本 演習 1 ○
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅴ 榎 本 演習 1 ○

履修上の注意
☆について、他学部・他学科の学生が履修することができます。

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次・セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8
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履修上の注意（平成31〜令和４年度の入学生）

　共通科目とは、大学の卒業に必要な基礎知識・教養を修得するために、全学部生が履修できる科目
です。履修に際しては、以下の条件に注意すること。
⑴　必修科目を含め、20単位以上修得すること。
⑵　建学の精神の「皇学入門」「伊勢志摩共生学」は必修。
⑶　総合基礎について、「初年次ゼミ」「日本語表現」は必修。
⑷　コミュニケーション学科は総合基礎科目「情報処理Ⅰ（基礎）・Ⅱ（応用）」の２単位必修。
⑸　「英語表現Ⅰ〜Ⅵ」について、履修を希望する場合はまず「英語表現Ⅰ・Ⅱ」の登録が必要。英語

習熟度テストの結果等により、クラスが指定される。
⑹　教員免許取得希望者は以下の科目が必修。
　① 「英語表現Ⅰ〜Ⅵ」のうち２科目以上
　② 「情報処理Ⅰ（基礎）・Ⅱ（応用）」
　③ 法学（日本国憲法）
　④ 「スポーツⅠ・Ⅱ」、「アダプテッドスポーツⅠ・Ⅱ」及び「武道Ⅰ・Ⅱ」の６科目より２単位以上
⑺　「英語表現Ⅰ～Ⅵ」について、履修せず単位認定を受ける場合の単位認定条件は、Ⅲ・Ⅳ≪中級≫

は英検２級合格、Ⅴ・Ⅵ≪上級≫は英検準１級合格とする。なお、下位の科目が未認定で上位の
科目の認定を受けた場合、その下位の科目も同時に単位認定される。

⑻　「TOEIC演習Ⅰ～Ⅵ」について、履修せず単位認定を受ける場合の単位認定条件は、Ⅰ≪初級≫
はTOEIC 500～545点、Ⅱ≪初級≫はTOEIC 550～595点、Ⅲ≪中級≫はTOEIC 600～645点、
Ⅳ≪中級≫はTOEIC 650～695点、Ⅴ≪上級≫はTOEIC 700〜745点、Ⅵ≪上級≫はTOEIC 750点
以上とする。なお、下位の科目が未認定で上位の科目の認定を受けた場合、その下位の科目も同
時に単位認定される。

⑼　「外国語Ⅰ・Ⅱ」については、本学が指定した留学を申請により単位認定。
⑽　「外国語Ⅰ・Ⅱ」「インターンシップ」「ボランティア」の単位認定については、必要な証明書を添

付の上、履修登録願を学生支援部（教務担当）へ提出すること。申請期間は運用上、各学期の履
修登録修正期間とする。なお、４年次生について、上記期間に申請できなかった場合は、１月中
を最終の申請期間とする。

⑾　「スポーツⅠ・Ⅱ」の間で種目は変更できるが、「武道Ⅰ・Ⅱ」の間で種目は変更できない。

〈共通科目〉

　「共通科目」「自学科専門科目」のそれぞれに設定された必要単位数を超えて修得した科目及び、他
学部・他学科の専門科目から修得した科目の単位数は、卒業判定において「共通又は専門」として集
計されます。
⑴　文学部については、共通科目又は専門科目から42単位以上修得すること。
　　教育学部については、共通科目又は専門科目から24単位以上修得すること。
　　現代日本社会学部については、共通科目又は専門科目から34単位以上修得すること。
⑵　各学部・学科の専門科目の備考欄に「☆」のついた科目については、他学部及び他学科の学生も

履修できる。
⑶　現代日本社会学部について、教職課程の「教育の基礎的理解に関する科目等」は、卒業・進級要

件単位に含まない。

〈共通又は自学科専門（他学科専門も可）〉

⑴　必修単位12単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。
⑵　選択必修の講義科目より20単位以上、講読科目より４単位以上、「神道学演習Ⅰ〜Ⅳ」又は「宗教

学演習Ⅰ〜Ⅳ」又は「日本文化学演習Ⅰ〜Ⅳ」又は「プロジェクト研究Ⅰ〜Ⅳ」より８単位修得
のこと。

⑶　「祭式及び同行事作法」はⅠA→ⅠB→ⅡA→ⅡB→ⅢA→ⅢBの順序で履修すること。

〈自学科専門科目〉
●文 学 部
◦神道学科
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⑴　基礎科目４単位必修。
⑵　基幹科目は経営革新・地域創生・福祉展開・文化発信の各分野から２単位以上を含めて、10単位

以上修得すること。
⑶　展開科目は経営革新・地域創生・福祉展開・文化発信の各分野から２単位以上修得すること。
⑷　実習科目は２単位以上修得。演習科目は「現代日本演習Ⅰ・Ⅱ」必修４単位、「現代日本演習Ⅲ〜

Ⅵ」又は「プロジェクト研究Ⅰ〜Ⅳ」より選択必修８単位、「卒業研究」必修４単位を含む16単位
以上修得すること。

⑸　上記を含めて70単位以上修得すること。
⑹　実習科目におけるローマ数字表記科目については、順番どおり修得すること。
⑺　「社会情報実習Ⅰ・Ⅱ」の単位認定については、必要な証明書を添付の上、１月末までに履修登録

願を学生支援部（教務担当）へ提出すること。
　　なお、４年次生について、上記期間に申請できなかった場合は、１月中を最終の申請期間とする。

●現代日本社会学部
◦現代日本社会学科（各コース共通）

⑷　備考欄
　　◎は神職課程必修科目
　　△は神職課程選択必修科目
　　○は中学校・高校一種「宗教」教免必修科目

⑴　基礎（必修）単位12単位、「教育研究基礎演習」６単位、「教育研究演習Ⅰ〜Ⅳ」又は「プロジェク
ト研究Ⅰ〜Ⅳ｣ より選択必修８単位、卒業研究４単位を含む80単位以上修得すること。

⑵　□は中学校一種「保健体育」教免必修科目
　　◎は高校一種「保健体育」教免必修科目

●教育学部
◦教育学科（各コース共通）

⑴　必修単位12単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。
⑵　選択必修の講義科目については８単位以上、講読科目より12単位以上、「専門演習Ⅰ〜Ⅳ」又は「プ

ロジェクト研究Ⅰ〜Ⅳ」についてはいずれか８単位修得のこと。
⑶　備　考
　　□は中学校・高校一種「国語」教免必修科目
　　△は高校一種「書道」教免必修科目

◦国文学科

⑴　必修単位10単位、「国史学演習Ⅰ・Ⅱ」及び「国史学特殊演習Ⅰ・Ⅱ」、又は「プロジェクト研究Ⅰ〜Ⅳ」
より選択必修８単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。

⑵　選択必修の特講科目については８単位以上、講読科目より10単位以上、「東洋史概説Ⅰ・Ⅱ」及び
「西洋史概説Ⅰ・Ⅱ」については４単位以上修得のこと。

⑶　備　考
　　□は中学校一種「社会」教免必修科目
　　◎は高校一種「地理歴史」教免必修科目
　　△は高校一種「公民」教免必修科目
　　◯は中学校・高校一種「宗教」教免必修科目

◦国史学科

⑴　必修単位12単位、「専門演習Ⅰ〜Ⅳ」、又は「プロジェクト研究Ⅰ〜Ⅳ」より選択必修８単位、卒
業研究４単位を含む62単位以上修得すること。

⑵　備　考
　　□は中学校・高校一種「英語」教免必修科目

◦コミュニケーション学科



全学部共通科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次･セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

建
学
の
精
神

必

修

皇学入門《神道と日本文化》
神道学科教員
国文学科教員
遠藤(慶)･C.メイヨー
加藤(純)･橋本(雅)

講義 2 ○
7クラス
(神文史コ現各1クラ
ス・教2クラス)

伊 勢 志 摩 共 生 学 オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ オンライン授業

総
合
基
礎

必
修

初 年 次 ゼ ミ 指 導 教 員 演習 2 ○

日 本 語 表 現 荊木･濵畑･平石
吉井･川合･前田(雅) 演習 2 ○ ○ 30クラス

(編入留学生クラス含む)

選

択

情 報 処 理 Ⅰ (基 礎) 張 ・ 石 田
王 ・ 内 藤 演習 1 ○ 13クラス 保育士･教免

⎫
⎜
⎬
⎜
⎭

コミュニケーション
必修情 報 処 理 Ⅱ (応 用) 張 ・ 石 田

王 ・ 内 藤 演習 1 ○ 13クラス

地
域
志
向
科
目

選

択

伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の定住資源と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅱ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の経済・産業と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅲ 水谷(三十三総研) 講義 2 ○ 6次産業化実践論
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅳ 別府(三十三総研) 講義 2 ○ 1･2･3次産業基本論
伊勢志摩共生学実習Ａ 池 山 実習 1 ○
伊勢志摩共生学実習Ｂ 池 山 実習 1 ○

人
生
と
仕
事

選

択

人 生 と 仕 事 Ⅰ オ ム ニ バ ス 講義 1 ○ 隔週
人 生 と 仕 事 Ⅱ オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 愛知心理教育ラボ
グローバル化と地域の経済社会 オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 三十三総研との産学協働講座
社会人課題解決力養成演習 池 山 演習 2 ○

イ ン タ ー ン シ ッ プ 堀内・新田(均) 演習 1 ○ ※ ○ ※ 海外・国内での
インターンシップ等
5セメへ変更

教育アシスタント等

⎫
⎜
⎬

※単位認定
申請につい
ては該当セ
メスター以
降において
も可
⎜
⎭ボ ラ ン テ ィ ア 渡 邉 （賢） 演習 1 ○ ※

職

業

人

実

務

基

礎

選

択

ビジネス会計学(基礎編) 草 川 講義 2 ○ ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬名古屋大原学園
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

ビジネス会計学(応用編)Ⅰ 草 川 講義 2 ○
ビジネス会計学(応用編)Ⅱ 草 川 講義 2 ○
ビジネス法律学(基礎編) 高 木 講義 2 ○
ビジネス法律学(応用編)Ⅰ 高 木 講義 2 ○
ビジネス法律学(応用編)Ⅱ 高 木 講義 2 ○
ビジネス金融論・税務知識Ⅰ 加 藤 (耕) 講義 2 ○
ビジネス金融論・税務知識Ⅱ 加 藤 (耕) 講義 2 ○
キャリア形成のための数学基礎Ⅰ 藤 井 (一) 演習 2 ○ 2クラス
キャリア形成のための数学基礎Ⅱ 藤 井 (一) 演習 2 ○ 2クラス

統 計 学 基 礎 筒 井 （琢） 演習 2 ○ ○
2セメのみへ変更
「データサイエンス入門」と
同時開講

マ ナ ー 入 門 村 田 演習 2 ○ ○ 集中 1セメのみへ変更

外

国

語

選

択

英 語 表 現 Ⅰ《初 級》
川 村 ・ 玉 田
伊藤(ひ)・小野
折原･倉田･児玉
近 藤 ・ 竹 内

演習 1 ○ 18クラス

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

教免･保育士
2単位必修

英 語 表 現 Ⅱ《初 級》
川 村 ・ 玉 田
伊藤(ひ)・小野
折原・倉田・児玉
近 藤 ・ 竹 内

演習 1 ○ 18クラス

英 語 表 現 Ⅲ《中 級》 平井･メイヨー(幸) 演習 1 ○ 4クラス
英 語 表 現 Ⅳ《中 級》 平井･メイヨー(幸) 演習 1 ○ 4クラス
英 語 表 現 Ⅴ《上 級》 C.メイヨー・近藤 演習 1 ○ 2クラス
英 語 表 現 Ⅵ《上 級》 C.メイヨー・近藤 演習 1 ○ 2クラス
ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ《初級》 河 合 ・ 野 澤 演習 1 ○ 3クラス
ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ《初級》 河 合 ・ 野 澤 演習 1 ○ 3クラス
ＴＯＥＩＣ演習Ⅲ《中級》 河 合 演習 1 ○

⎫
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎭

アルク
ＴＯＥＩＣ演習Ⅳ《中級》 河 合 演習 1 ○
ＴＯＥＩＣ演習Ⅴ《上級》 野 澤 演習 1 ○
ＴＯＥＩＣ演習Ⅵ《上級》 野 澤 演習 1 ○
ポ ル ト ガ ル 語 Ⅰ 伊 達 演習 1 ○
ポ ル ト ガ ル 語 Ⅱ 伊 達 演習 1 ○

共 通 科 目
H31～R4平成31〜令和４年度の入学生に適用

84

H31〜R4

84

（
共
通
科
目 

Ｈ
31
〜
Ｒ
４
）
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共　通　科　目
全学部共通科目 共通 H31 〜 R4 ①

s-umekawa
ハイライト表示

s-umekawa
ハイライト表示



平成26年度以降の入学生に適用
Ⅱ．卒業進級要件
必要修得単位数

※仮進級については、「文学部・教育学部・現代日本社会学部授業科目履修規程」第６章第13条を参照
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カ
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平
成
20
年
〜

（
卒
業
進
級
要
件
Ｈ
26
〜
）

科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通及
び専門 自学科専門科目 卒

業

進

級

単

位

数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

伊
勢
志
摩
定
住

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

人

間

と

文

化

現

代

と

生

活

自

然

と

科

学

伝

統

の

心

と

技

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

必

修

講

義

講

読

演

習

特

講

概

説

卒
業
論
文
又
は
卒
業
研
究

必

修

必

修

選

択

選

択

英

語

そ

の

他

必

修

選
択
必
修

選

択

文

神

道

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

22 10
以
上

8
以
上

8

卒
業
論
文
４

進
級
単
位
62
単
位
以
上
（
｢初
年
次
ゼ
ミ
」
２
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

30以上 32以上 62以上

国

文

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

16 8
以
上

12
以
上

8

卒
業
論
文
４

30以上 32以上 62以上

国

史

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

12 8
以
上

8 8
以
上

4
以
上

卒
業
論
文
４

30以上 32以上 62以上
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

4 4

情
報
処

理
か
ら
2
以
上

4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

12 8

卒
業
研
究
４

30以上 32以上 62以上

科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通及
び専門 自 学 科 専 門 科 目 卒

業
進
級
単
位
数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

伊
勢
志
摩
定
住

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

人

間

と

文

化

現

代

と

生

活

自

然

と

科

学

伝
統
の
心
と
技

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

基

礎

基

幹

展

開

発

展

実

習

演

習
必

修

必

修

選

択

選

択

英

語

そ

の

他

必

修

政
治
経
済

地
域
社
会

社
会
福
祉

伝
統
文
化

政
治
経
済

地
域
社
会

社
会
福
祉

伝
統
文
化

必

修

選
択
必
修

選

択

現
代
日
本
社
会

（
４

分

野
）

現
代
日
本
社
会

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

8 4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

4
以
上

2
以
上

8 8

進
級
単
位
62
単
位
以
上
（
｢初

年
次
ゼ
ミ
」
2
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

18以上
30以上 24以上 70以上

科
目
区
分

学

科

学

部

共 通 科 目 共通及
び専門 自学科専門科目 卒

業

進

級

単

位

数

各

種

課

程

建
学
の
精
神

総
合
基
礎

伊
勢
志
摩
定
住

人

生

と

仕

事

職
業
人
実
務
基
礎

外

国

語

人

間

と

文

化

現

代

と

生

活

自

然

と

科

学

伝
統
の
心
と
技

単
位
互
換
単
位
認
定

選

択

科

目

基

礎

基

幹

展

開

関

連

実

習

演

習

卒

業

研

究

必

修

必

修

選

択

選

択

英

語

そ
の
他

必

修

選

択

選

択

選

択

選

択

必

修

選
択
必
修

選

択

教

育

（
4
コ
ー
ス
）

教

育

4 4 4
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

2
以
上

共
通
及
び
専
門

16 4 8 4

進
級
単
位
62
単
位
以
上
（
｢初

年
次
ゼ
ミ
」
2
単
位
を
含
む
）

卒
業
単
位
124
単
位
以
上

卒
業
・
進
級
の
単
位

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん30以上 14以上 80以上

4

H26〜30 平成26～30年度の入学生に適用
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）

※仮進級については、「皇學館大学授業科目履修規程」第６章第 13 条（P.97）を参照

Ⅱ. 卒業進級要件・カリキュラム表（平成26〜30年度の入学生）

必要修得単位数
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H26〜30平成26～30年度の入学生に適用
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履修上の注意（平成26〜 30年度の入学生）

　共通科目とは、大学の卒業に必要な基礎知識・教養を修得するために、全学部生が履修できる科目
です。履修に際しては、以下の条件に注意すること。
⑴　必修科目を含め、30単位以上修得すること。
⑵　建学の精神の「皇学入門」「伊勢学（平成28年度以降入学生は「伊勢志摩共生学」）」は必修。
⑶　総合基礎について、「初年次ゼミ」「日本語表現」は必修。
⑷　コミュニケーション学科は総合基礎科目「情報処理Ⅰ（基礎）・Ⅱ（応用）」の２単位必修。
⑸　外国語について、「英語基礎Ⅰ・Ⅱ」「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」「英語総合Ⅰ・Ⅱ」「英語

資格対策Ⅰ・Ⅱ」「英会話Ⅰ・Ⅱ」より４単位以上必修。
⑹　「英語総合Ⅰ・Ⅱ」「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」「英会話Ⅰ・Ⅱ」は、「英語基礎Ⅰ・Ⅱ」「英語コミュニ

ケーションⅠ・Ⅱ」のいずれか２単位取得者のみ受講可。
⑺　人間と文化について、２単位以上必修。
⑻　現代と生活について、２単位以上必修。
⑼　自然と科学について、２単位以上必修。
⑽　伝統の心と技について、２単位以上必修。
⑾　教員免許取得希望者は以下の科目が必修。
　① 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
　② 情報処理Ⅰ（基礎）・Ⅱ（応用）
　③ 法学（日本国憲法）
　④ 武道Ⅰ～Ⅱ又はアダプテッドスポーツⅠ～Ⅱのうち２科目以上
⑿　中高英語教員免許取得希望者は,「英語総合Ⅰ・Ⅱ」「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」「英会話Ⅰ・Ⅱ」より

２単位以上必修。
⒀　「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」については、Ⅰ（英検２級合格又はTOEIC 470～699）、Ⅱ（英検準１級合

格以上又はTOEIC 700点以上）により単位認定。なお、下位の科目が未認定で上位の科目の認定
を受けた場合、その下位の科目も同時に単位認定される。

⒁　「外国語Ⅰ・Ⅱ」については、本学が指定した留学を申請により単位認定。
⒂　「英語資格対策Ⅰ・Ⅱ」「外国語Ⅰ・Ⅱ」「インターンシップ」「ボランティア」の単位認定については、

必要な証明書を添付の上、履修登録願を学生支援部（教務担当）へ提出すること。申請期間は運用上、
各学期の履修登録修正期間とする。

　　なお、４年次生について、上記期間に申請できなかった場合は、１月中を最終の申請期間とする。
⒃　「武道Ⅰ・Ⅱ」の間で種目を変更することはできない。

〈共通科目〉

　「共通科目」「自学科専門科目」のそれぞれに設定された必要単位数を超えて修得した科目及び他学部・
他学科の専門科目から修得した科目の単位数は、卒業判定において「共通及び専門」として集計され
ます。
⑴　文学部については、共通科目及び専門科目から32単位以上修得すること。
　　教育学部については、共通科目及び専門科目から14単位以上修得すること。
　　現代日本社会学部については、共通科目及び専門科目から24単位以上修得すること。
⑵　各学部・学科の専門科目の備考欄に「☆」のついた科目については、他学部及び他学科の学生も

履修できる。
⑶　現代日本社会学部について、教職課程の「教職に関する科目」は、卒業・進級要件単位に含まない。

〈共通及び専門〉

⑴　必修単位22単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。
⑵　選択必修の講義科目より10単位以上、講読科目より８単位以上、「神道学演習Ⅰ･Ⅱ」又は「宗教

学演習Ⅰ･Ⅱ」又は「日本文化学演習Ⅰ･Ⅱ」又は「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」より８単位修得のこと。
⑶　「祭式及び同行事作法」はⅠ→Ⅱ→Ⅲの順序で履修すること。
　※「祭式及び同行事作法Ⅰ」と「祭式及び同行事作法Ⅱ」、「祭式及び同行事作法Ⅱ」と「祭式及

び同行事作法Ⅲ」を同時に履修することはできない。ただし、「祭式及び同行事作法Ⅱ」がやむ
を得ざる理由（留学等）により当該年度に修得できなかった者については、最終学年において「祭
式及び同行事作法Ⅲ」と同時に履修することを認める場合がある。

〈自学科専門科目〉
●文 学 部
◦神道学科
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⑴　基礎科目８単位必修。
⑵　基幹科目は政治経済・地域社会・社会福祉・伝統文化の各分野から４単位以上を含めて、18単位

以上修得すること。
⑶　展開科目は政治経済･地域社会･社会福祉･伝統文化の各分野から４単位以上修得すること。
⑷　実習科目は２単位以上修得。演習科目は「現代日本演習Ⅰ」必修４単位、「現代日本演習Ⅱ・Ⅲ」

又は「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」より選択必修８単位、「卒業研究」必修４単位を含む16単位以上
修得すること。

⑸　上記を含めて70単位以上修得すること。
⑹　実習科目におけるローマ数字表記科目については、順番どおり修得すること。
⑺　「社会情報実習」の単位認定については、必要な証明書を添付の上、履修登録願を学生支援部（教

務担当）へ提出すること。申請期間は運用上、各学期の履修登録修正期間とする。
　　なお、４年次生について、上記期間に申請できなかった場合は、１月中を最終の申請期間とする。

●現代日本社会学部
◦現代日本社会学科（各分野共通）

⑷　備考欄
　　◎は神職課程必修科目
　　△は神職課程選択必修科目
　　○は高校・中学校一種「宗教」教免必修科目

⑴　基礎（必修）単位16単位、「教育研究基礎演習」４単位、「教育研究演習Ⅰ・Ⅱ」又は「プロジェク
ト研究Ⅰ・Ⅱ｣ より選択必修８単位、卒業研究４単位を含む80単位以上修得すること。

●教育学部
◦教育学科（各コース共通）

⑴　必修単位16単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。
⑵　選択必修の講義科目については８単位以上、講読科目より12単位以上、「専門演習Ⅰ・Ⅱ」又は「プ

ロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」についてはいずれか８単位修得のこと。
⑶　備　考
　　□は高校・中学校一種「国語」教免必修科目
　　△は高校一種「書道」教免必修科目

◦国文学科

⑴　必修単位12単位、「国史学演習」及び「国史学特殊演習」、又は「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」より
選択必修８単位、卒業論文４単位を含む62単位以上修得すること。

⑵　選択必修の特講科目については８単位以上、講読科目より８単位以上、「東洋史概説」及び「西洋
史概説」については４単位以上修得のこと。

⑶　備　考
　　□は中学校一種「社会」教免必修科目
　　◎は高校一種「地理歴史」教免必修科目
　　△は高校一種「公民」教免必修科目

◦国史学科

⑴　必修単位12単位、「コミュニケーション専門演習Ⅰ・Ⅱ」、又は「プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」より
選択必修８単位、卒業研究４単位を含む62単位以上修得すること。

⑵　備　考
　　□は高校・中学校一種「英語」教免必修科目

◦コミュニケーション学科



全学部共通科目

授 業 科 目 担 当 者 種別 単位
配当年次･セメスター

備 考1年次 2年次 3年次 4年次
1 2 3 4 5 6 7 8

建
学
の
精
神

必

修

皇学入門《神道と日本文化》
神道学科教員
国文学科教員
遠藤(慶)・C.メイヨー
加藤(純)・橋本(雅)

講義 2 ○
7クラス
(神文史コ現各１クラ
ス・教２クラス)

伊 勢 学(～Ｈ27)
伊勢志摩共生学(Ｈ28～) オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ オンライン授業

総

合

基

礎

必
修

初 年 次 ゼ ミ 指 導 教 員 演習 2 ○ 単位認定のみ

日 本 語 表 現 荊木･濵畑･平石
吉井･川合･前田(雅) 演習 2 ○ ○ 30クラス

(編入留学生クラス含む)

選

択

古 文 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
古 文 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講
漢 文 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
漢 文 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講

情 報 処 理 Ⅰ (基 礎) 張 ・ 石 田
王 ・ 内 藤 演習 1 ○ 13クラス

⎫
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎭

保育士・教免
コミュニケー
ション必修13クラス情 報 処 理 Ⅱ (応 用) 張 ・ 石 田

王 ・ 内 藤 演習 1 ○

キャリア形成のための数学基礎Ⅰ 藤 井 (一) 演習 2 ○ 2クラス
キャリア形成のための数学基礎Ⅱ 藤 井 (一) 演習 2 ○ 2クラス

統 計 学 基 礎 筒 井 演習 2 ○ ○
2セメのみへ変更
「データサイエンス入門」
と同時開講

伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学

選

択

伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅰ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の定住資源と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅱ 池 山 講義 2 ○ 伊勢志摩圏域の経済・産業と将来像
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅲ 別府(三十三総研) 講義 2 ○ 1・2・3次産業基本論
伊勢志摩定住自立圏共生学Ⅳ 水谷(三十三総研) 講義 2 ○ 6次産業化実践論
伊勢志摩共生学実習Ａ 池 山 実習 1 ○
伊勢志摩共生学実習Ｂ 池 山 実習 1 ○
伊勢志摩共生学実習Ｃ 実習 1 ○ ○ 不開講
伊勢志摩共生学実習Ｄ 実習 1 ○ ○ 不開講

人
生
と
仕
事

選

択

人 生 と 仕 事 Ⅰ オ ム ニ バ ス 講義 1 ○ 隔週
人 生 と 仕 事 Ⅱ オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 愛知心理教育ラボ
グローバル化と地域の経済社会 オ ム ニ バ ス 講義 2 ○ 三十三総研との産学協働講座
社会人課題解決力養成演習 池 山 演習 2 ○

イ ン タ ー ン シ ッ プ 堀内・新田(均) 演習 1 ○ ※ ○ ※ 海外･国内での
インターンシップ等
5セメスターへ変更
教育アシスタント等

⎫
⎪
⎪
⎬

※単位認定
申請につい
ては該当セ
メスター以
降において
も可
⎪
⎪
⎭

ボ ラ ン テ ィ ア 渡 邉 （賢） 演習 1 ○ ※

職
業
人
実
務
基
礎

選

択

ビジネス会計学(基礎編) 草 川 講義 2 ○ ⎫
⎪
⎪
⎪
⎪
⎬
⎪
⎪
⎪
⎪
⎭

名古屋
大原学園

ビジネス会計学(応用編)Ⅰ 草 川 講義 2 ○ ○ 3セメヘ変更
ビジネス会計学(応用編)Ⅱ 草 川 講義 2 ○ ○ 4セメヘ変更
ビジネス法律学(基礎編) 高 木 講義 2 ○ ○ 4セメヘ変更
ビジネス法律学(応用編)Ⅰ 高 木 講義 2 ○ ○ 5セメヘ変更
ビジネス法律学(応用編)Ⅱ 高 木 講義 2 ○ ○ 6セメヘ変更
ビジネス金融論･税務知識Ⅰ 加 藤 (耕) 講義 2 ○
ビジネス金融論･税務知識Ⅱ 加 藤 (耕) 講義 2 ○

外

国

語

選

択

必

修

英 語 基 礎 Ⅰ 小 野 演習 1 ○

４

単

位

以

上

英 語 基 礎 Ⅱ 小 野 演習 1 ○
英語コミュニケーションⅠ 竹 内 演習 1 ○ 教免・保育士必修
英語コミュニケーションⅡ 竹 内 演習 1 ○ 教免・保育士必修
英 語 総 合 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講(状況においては開講)

中高英免⎫
⎬
⎭2単位必修

英 語 総 合 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講(状況においては開講)
英 語 資 格 対 策 Ⅰ 豊 住 演習 1 ○ 単位認定のみ
英 語 資 格 対 策 Ⅱ 豊 住 演習 1 ○ 単位認定のみ
英 会 話 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
英 会 話 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講

選

択

ド イ ツ 語 初 級 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
ド イ ツ 語 初 級 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講
ド イ ツ 語 中 級 Ⅰ 演習 1 ○ 不開講
ド イ ツ 語 中 級 Ⅱ 演習 1 ○ 不開講

共 通 科 目
H26～30

7

H26〜30平成26～30年度の入学生に適用

7

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
共
通
科
目 

Ｈ
26
〜
30
）

全学部共通科目
共　通　科　目

共通 H26 〜 30 ①

s-umekawa
ハイライト表示

s-umekawa
ハイライト表示



皇學館大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム
リテラシーレベル取組概要

〈概要〉
皇學館大学は政府の「AI戦略2019」に基づく数理・データサイエンス・AI教育プログラムを令和4年度
より開始しました。全学部対象の教育プログラムです。令和4年度はリテラシーレベルとして「統計学
基礎」を、令和5年度は「データサイエンス入門」を開講しています。

〈対象科目〉
全学部共通科目 統計学基礎 2単位（令和4年度以前の入学生対象）
全学部共通科目 データサイエンス入門 2単位（令和5年度以降の入学生対象）
※同時開講
〈対象学生〉
全学部の学生が受講可能です（令和5年度以降の入学生は必修）。

統計学基礎/データサイエンス入門

【１】オンデマンド：コンテンツ動画視聴、確認テスト受験、コメント提出
【２】LMS：担当教員作成動画（学生からのコメント取りまとめ、質問への回答、補足説
明）視聴、掲示板での質疑応答
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